
（自然増の確保・社会減の抑制）

目標値達成に向けての取り組み

1

事業名 学校支援地域本部事業

取り組み 研修会の実施

内
容

ボランティアの発掘、養成を目的として、研修会を実施した。

改
善
点

これまでは、新規ボランティアの発掘やスキルアップ等に関しては、地域コーディネーター
が、各自で行っていた。平成26年度より、主管課において研修会を開催し、市民への事業内容
周知及びボランティア募集、スキルアップ等を実施することができた。

2

事業名 学校支援地域本部事業

取り組み

（社会増の確保） （社会減の抑制）

2014年度

2020年3月末

人口ビジョンにおける目指すべき将来の方向

安心して結婚・出産、子育
てできるまちに

1
人々が集まり、住みたくな
るまちに

2
長く住み続けられる住みよ
いまちに

3

指標 学校支援地域本部事業 ボランティア数

現況値

目標値

浦添市まち・ひと・しごと創生総合戦略 進捗管理シート

担当課

戦略3　出産、子育てにやさしく、健康に過ごせるまちを目指す

戦略(3)-2　地域を担っていく子どもたちの将来の自立に向けた取り組みの推進

6064内線生涯学習振興課

戦略

2015年度 20,981人

22,000人

21,028人

広報物の作成

内
容

今年度は、横断幕及び事業紹介チラシ作成料を予算化し、市内全小中学校及び市内各種団体等
へ配布を行い、事業周知を行った。

改
善
点

広報に関しては、学校に配置されている地域コーディネーターを中心に行っていたが、主管課
においても広報物作成を実施、また、ホームページや広報うらそえを活用し、市民へ事業周知
及び新規ボランティア発掘等を行うことができた。

3

事業名

取り組み

内
容

改
善
点
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所見（コメント）

・指標の「学校支援地域本部事業ボランティア数」について、2015年度の実績は前年度より減少して
います。
・課題が明確に示されています。課題解決、目標値達成に向け努めてください。

目標値達成に向け、他課（庁内）や他団体（庁外）との連携を意識したか。（平成27年度）

地域コーディネーターが学校内で活動しやすい環境構築のため教育委員会総務課へ席及び電話借用の
依頼などを行った。

目標値達成に向け、情報収集・分析を意識したか。（平成27年度）。

他市町村の実施状況等を県を通じて情報収集を行った。

目標値達成に向け、市民意見の反映を意識したか。（平成27年度）。

地域コーディネーターやボランティアから研修会を行ってほしいとの意見を取り入れ、研修会を２７
年度より実施した。その中で、新たな人材の発掘へ繋げることができた。

目標値に向けての進捗状況（平成27年度の実績に対する担当課の自己評価）

順調に進行している。 進行しているとはいえない。

概ね進行している。 後退している。

一部進行している。 その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

進捗状況説明

地域コーディネーターによる新規ボランティア発掘及び学校との連携強化により、ボランティア数
（実人数）は着実に増加している。

目
標
値
達
成
に
向
け
て
今
後
の
展
開

解決すべき課題・改善すべき点

・学校側のニーズ等の情報収集
・地域コーディネーター同士の連携・情報共有
・新規ボランティアの開拓

今後の取り組み

・中学校区単位での支援地域本部の設置
・ボランティア研修会の更なる充実
・事業担当者、地域連携担当教諭、地域コーディネーターとの情報交換及び共有


